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21世紀に入ってからは、ほとんどの
Webサイトが統一されたアーキテク
チャで構築されています。このモデル
では、コンテンツ管理システム（CMS）
がWebアプリケーションのフロント
エンドとバックエンドの両方を管理
します。これは、キャッシュ、セキュリ
ティ、Webアプリケーションの進化な
ど、多くの理由からレジリエンスが高
いことが証明されています。 
 
しかしその一番の理由は、開発者で
はない人たちにローコードツールや
Webベースのユーザーインターフェー
ス（UI）を提供する必要があるからで
す。これらのツールによって、彼らが担
当するエクスペリエンスを、彼ら自身
がコントロールすることが可能になり
ます。実際、Webエクスペリエンスの
管理能力を必要とする人が増えてい
るため、ローコードツールの台頭は続
いています。同時に、新しいインターフ
ェースやアプリケーションの増加によ
り、サポートすべきチャネルが目まぐる
しく変化。これらのデジタルチャネル
はハイコードソリューションが必要な
ため、新しい課題となってしまってい
ます。

ほとんどの場合、理想的なのは統一
されたアーキテクチャを1つまたは複
数の「デカップル」ピースに分割するソ
リューションです。これは通常、バック
エンドのデータ管理をCMSに依存し、
フロントエンドのエクスペリエンスを
別のアプリケーションで管理できるよ
うにするものです。言い換えれば、こ
れはヘッドレスCMSのバックエンドと
デカップリングされたフロントエンド
の組み合わせです。 
 
フォレスター社とガートナー社
は、2016年初頭にヘッドレスCMSとデ
カップル型アーキテクチャを重要な能
力として取り上げました。最近、 
ガートナー社はアドバイスを修正
し、APIオンリーではなく、APIファース
トのハイブリッドCMSに焦点を変更し
ました。これは、21世紀へのさらなる
移行に伴い、同じプラットフォームを
共有するデジタルアプリケーション開
発の重要性が増していることを示して
います。
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デカップルされた進化
これまでのWebサイトは、バックエンドのCMSと密
接したテンプレート型のソリューションでコンテン
ツを提供するような、単一構造のアーキテクチャで
構築されていました。俊敏（アジャイル）な組織は
柔軟性を求め、さまざまなプレゼンテーション層に
わたって構造化されたコンテンツを管理すること
に努めています。これを実現するには、現代のデジ
タル環境を支えるフロントエンドフレームワークに
柔軟性を持たせることが必要なのです。

だからこそ、デカップル型CMSやヘッドレスCMSが
今注目を浴びており、あなたがこの資料を手にし
ているのです。しかしながら、あなたに必要なのは
Webの次の段階、そしてその先をサポートするため
のテクノロジーです。
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ハイブリッド 
CMSの定義

第２章
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まず最初に、従来のCMSと 
ヘッドレスCMS、ハイブリッド
CMSの違いをご存知でしょう
か？

  従来のCMS: ユーザーはエディターでコンテ
ンツを作成し、それをデータベース（バックエ
ンド）に保存。そのコンテンツは、バックエン
ドと緊密に結合したフロントエンドのレンダ
リングレイヤーに提供される。

  ヘッドレスCMS: ユーザーはエディターでコン
テンツを作成し、APIでフロントされた独立し
たデータベースに保存。コンテンツは、これら
のAPIを介して別のフロントエンドのレンダリ
ングレイヤーによって取得される。

  ハイブリッドCMS: 従来のCMSとヘッドレス
CMSを融合したもの。ユーザーはエディター
でコンテンツを作成し、データベースに保存。
コンテンツは、既存のフロントエンド・レンダ
リング層から提供することも、APIを介して全
く別のフロントエンド・レンダリング層から取
得することも可能で、柔軟に対応できる。
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どの場合でも、フロントエンドのテンプレートは、デ
ジタルアプリケーションにおけるコンテンツの表示
方法を決定します。しかし、このタスクで使用でき
る言語とフレームワークの状況は変化します。チャ
ネル間で一貫した体験を求めるビジネス（および消
費者）の要求に応えるため、チームは複数のフロン
トエンド・フレームワークの専門知識を持つ必要が
あり、ここ数年でそのリストは変化しています。

従来のWebサイト開発で人気のある言語はPHP、 
.NET、Javaなどですが、アプリケーションサーバ
ーとしての人気の高まりにより、Node.jsが爆発的
な盛り上がりを見せています。2020年のスタック
オーバーフロー社の調査によると、フロントエンド
のWeb開発におけるプログラミング言語は、今も
JavaScriptが主流であり、何年も前から変わってい
ません。

従来のCMSアーキテクチャと、ヘッドレスやデカッ
プリング型アーキテクチャを比較検討する場合、
そのアーキテクチャに最適な使い方を理解するこ
とが重要です。例えば、Node.jsのWebサーバ上で
JavaScriptのフロントエンドフレームワークを使用
するプロジェクトの大半は、Node.js固有の強みで
あるリアルタイム、または非同期の機能性に依存す
るのが一般的です。通常の使用例は、ノンブロッキ
ングでシングルスレッドを維持する能力が中心とな
ります。一般的な例としてはReactアプリが挙げら
れるでしょう。ページを更新することなく、複数の 

ビューまたは APIエンドポイントを組み合わせて使
用します。 
 
この機能の他の一般的な例としては、以下のような
ものがあります。

  ダイナミックなAPIファクトリー
  リアルタイムまたはデータストリーミング
  チャットボット/チャットクライアント
  WebSocketによるメッセージ

デカップル型アーキテクチャを検討している組織
で、以下の要件に該当する場合は、あまり適してい
ない可能性があります。

  コンテンツチームのための本格的なエディト
リアル体験

  表示やレイアウトを頻繁に操作する必要が
ある

  アプリケーション発売前のエンドツーエンド
プレビュー

  デジタルアプリケーションのインフラを維持
するために、開発者のリソースを最小限に抑
えたい

このため、デフォルトではハイブリッドCMSを使用
することが推奨されています。ハイブリッドCMSは

APIファーストで、ヘッドレスと従来の実装の両方に
使用することができます。これは、異なるソリューシ
ョンを評価、購入、再トレーニングする必要なく、単
一のツールセットを社内の異なるプロジェクトに使
用、再利用できることを意味します。

DrupalはオープンソースかつAPIファーストのCMS
で、最も強力なハイブリッドCMSソリューションの
一つです。APIファーストとは、アプリケーションが
コンテンツを取得するために、CMSに「電話をかけ
る」ことでデカップリングを実現するものです。コ
ンテンツは一カ所に集められ、外部に配信されま
す。Webサイトをサイロ化するのではなく、ハブ＆ス
ポーク方式で構築するのです。ハイブリッドCMSが
ハブで、スポークはシングルページのアプリやスマ
ートテレビ、さらには他のアプリのバックエンドとな
ります。

これは、Drupalが従来のヘッドレス機能に「アドオ
ン」することも、その逆も可能であることも意味して
います。この柔軟性により、セキュリティ、パフォー
マンス、開発スピードを犠牲にすることなく、チーム
に選択肢を与えることができます。
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プラットフォーム
選びの要件

第３章
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デ ジ タルプ ラ ットフ ォ ー ム の チ ー ム
は、We b 、モバイルWe b 、モバイルアプ
リ、チャットボット、音声 起 動アプリケ
ーションなどをサポートするためのシス
テムを必 要としています。これらのチャ
ネルをサポートするための選択 肢として
は、上記のアプローチによって異なりま
す。Adobe、Sitecore、Episerver、Joomla
など 従 来 の C M S は 、モノリシック・ア
ーキテクチャに最も適しており、Built .
io、Contentful、Prismic.ioのような、API
のみ（ヘッドレス）の新しいC MSシステ
ムも人 気 を 集 めています。そして最 後
に、DrupalのようなAPIファーストの選択
肢があり、デカップル型アーキテクチャを
実現することができます。課題は、現在の
事例だけでなく、組織の戦略ロードマッ
プに適した選択肢を決定することです。 
 
その 決 断 は 、予 想される今 後 のデジタ
ル環 境によって決まるでしょう。チャッ
トボット、音 声 対 応 ア プ リ、拡 張 現 実
は 、これ からさらに普 及 することが 予
想され ます。問 題 は 、デ ジ タル 環 境 に
対して 組 織 が 対 応 する方 法 に、この 変
化 がどう影 響 するかということです。 
 
すべてをゼロから構築し、メンテナンス
の負担だけでなく、膨大な時間がかかる
ことを選択するのでしょうか？それとも、
既 製品のポイントソリューションを選択

するのでしょうか？理想的なプラットフォ
ームとは、再利用可能なコンポーネント
やサービスのライブラリから特定のソリ
ューションを構成することができ、なおか
つ必要に応じて調整・カスタマイズでき
るものです。このスピード、ガバナンス、
柔軟性のバランスが、現代のデジタル空
間における成功の鍵と言えるでしょう。 
 
信頼性の高いハイブリッドCMSを選択す
ることで、単一のツールセットで複数の利
用をサポートできるだけでなく、チームが
お互いに邪魔になることなく、関連プロジ
ェクトに取り組めるようになります。デジ
タルマーケティングのチームは、ローコー
ドツールを使ってメインのWebサイトを構
築・修正。モバイルアプリケーションのチ
ームは、APIを介して同じコンテンツを利
用することができます。 ハイブリッドによ
り、異なる方法で構築できるため、Webと
モバイルのサイロがなくなり、デジタルアプ
リケーションは一つのチームになります。 
 
こ れ が で き れ ば 、コ ン テン ツ の 構 成
と 見 せ 方 を 軸 に チ ー ム を 編 成 す る
こと が で き ま す。よって、フ ロ ントエ
ンド の 開 発 者 を バッ ク エ ンド の 障 害
か ら 解 放 す る こと が で き る の で す。
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共通のツールセットを導入し、ボトルネックを解決
することで、チームは継続的な開発手法を採用でき
るようになります。継続的開発では、アプリケーシ
ョン開発のビルド、統合、テスト、デプロイの各ステ
ージを自動化します。これにより、開発チームは新
しいアプリケーションや機能をより早く、より効率
的にユーザーに提供することができるようになりま
す。ハイブリッド型のWebサイトやアプリケーショ
ンの開発では、このアプローチでフロントエンドと
バックエンドの両チームが独立し、プロジェクトの
目的に最適な構造化コンテンツモデルや、最新の
プレゼンテーションを開発することができるように
なります。 
 
このアーキテクチャの利点を享受するためには、こ
れらの利用をサポートするように設計されたプラッ
トフォームが必要です。継続的な開発では、チーム
はコミュニケーションを円滑にする共通の開発ツー
ルセットの恩恵を受けることができます。一つのプ
ラットフォームによるフロントとバックエンドのアプ
リケーションホスティングのサポートは、インフラサ
プライヤーの統合、単一のサポート体制と品質保証
など多くの利点があります。
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完全なオムニチャネルのデジタルエクスペリエンスを
提供するには、プラットフォームを以下と簡単に統合
できるか、これらを含める必要があります。

  フロントエンドフレームワーク（例：Node.js)
  CMS （例：Drupal）
  クラウド型開発ツール
  パーソナライズドコンテンツの配信
  カスタマージャーニーの編成
  システムインテグレーション（Eコマース、 

マーケティングオートメーション）
  強固なAPIファーストのアプローチ
  世界クラスのチームによるアプリケーションと

インフラのサポート
シングルプラットフォームでJavaScriptによるデカッ
プリングアプリケーションを作成する利点は、共通
の開発ツールと、チームが使用する共通のUIです。何
らかのビルドとテストの自動化を使用している場合、
両者は同じツールを使用することができます。チーム
は、統一された管理コンソールと開発ツールを共有
することで、より効率的に作業することができます。

12
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柔軟性： 
部分的と完全 
デカップリング

第４章
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プロジェクトによっては、フルスタック、つまり統一され
たDrupalアプリケーションを主要なソリューションと
して選択する場合もあります。従来のモデルでは、フロ
ントエンド全体がバックエンドサーバーによって管理さ
れていました。しかし、Webサイトや追加のデジタルチ
ャネルに対して、よりインタラクティブな技術への関心
が高まっています。部分的なデカップリングアプローチ
は、ブラウザで特定のインタラクティブコンポーネント
を表示するためにJavaScriptコンポーネントを使用で
きますが、Drupalのバックエンド内でキャッシュ可能
なコンテンツと追加のワークフローも保ちます。 
 
部分的なデカップリングは、プレゼンテーション層を
管理するためのローコードツールを活用し、必要な場
所にデカップリングコンポーネントを挿入することで、
完全デカップリングアーキテクチャの多くの制限を緩
和します。これにより、チームは再利用可能なコンポー
ネントのライブラリからエクスペリエンスを構成し、コ
ードを展開する必要なく成果をもたらすことができま
す。ローコードのアセンブリによって、バックエンドのセ
ルフサービスツールを使い、開発者でなくても安全か
つ確実にエクスペリエンスを管理できるようになりま
す。 
 
完全なデカップリングは、開発者の手に大きな力を与
え、より広くチームに展開されれば、効果的かつ効率
的な開発ワークフローにつながるでしょう。CMSは完
全にヘッドレスモードになり、デカップリングされたフ
ロントエンドアプリケーションが消費するコンテンツと
データの作成と管理のみに使用されます。
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部分的デカップリング
部分的なデカップリングは、従来の
Drupalアプリケーションの利点と、
標準のCMSコンテンツと組み合わ
せてDrupalで組み立てられる別の
JavaScriptコンポーネントを使用す
るような、フロントエンドフレームワ
ークの利点を組み合わせたもので
す。コンポーネントモジュールを使
えば、JavaScriptの開発者はPHPや
Drupalの専門知識がなくても、簡単
にコンポーネントを追加することがで
きます。彼らはコンポーネントデータ
を使用してフォーマットされたYAML
ファイルを作成するだけで、Drupal
がすべての依存関係とともにコンポ
ーネントを自動検出してロードしま
す。 
 
CMSがそれを発見すると、コンテンツ
制作者は他のコンテンツと同じよう
に簡単にデカップリングコンポーネン
トを使用でき、ビジュアルページの作
成者は、簡単にドラッグアンドドロッ
プできるインターフェースでコンテン
ツを構成、組み立てができます。これ
は、すべてのエクスペリエンスではな
く一部を切り離すのに最適な方法と
言えます。

部分的なデカップリングにより可能に
なることは以下です。

  スケルトンボイラープレートと、
ページのダイナミックセクシ
ョンのレンダリングと配信を
Drupalに依存

  ダイナミックまたはキャッシュ
されない必要があるページのコ
ンポーネントを切り離す

  DrupalのBigPipeモジュールを
活用し、非同期で結合されたダ
イナミックコンポーネントの投
入を行いながら、ページロード
を高速化

  フロントエンドのレンダリング
を一部オフロードすることで、
サーバーリソースの使用量を削
減し、ページの読み込みを高速
化

  APIリクエストを最適化し、リク
エストをより小さく、軽量にする

  JavaScriptコンポーネントの共
有ライブラリの使用と貢献
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https://www.drupal.org/project/big_pipe


完全デカップリング
ReactなどのJavaScriptアプリケーシ
ョンをイメージするときに思い浮かべ
るのが、フルデカップリングです。こ
れは、エクスペリエンス管理の責任の
多くを開発者チームに移行させる方
法です。これにより、マルチチャネル
のコミュニケーション管理が容易に
なる場合もあれば、コンテンツ（スマ
ートデバイスなど）を表示する唯一の
方法となる場合もあります。 
 
完全にカスタム化されたアプリケーシ
ョン間で無限のレベルの変動のバラ
ンスをとるためには、すべての分離さ
れたアプリケーションの構築と管理
に使用されるツールセットの概要を
説明することが重要です。この場合、 
Webアプリケーションとともに、1つ
以上のネイティブアプリケーションの
サポートが必要になる可能性を考慮
する必要があります。 
 
ほとんどのメジャーなJavaScriptフレ
ームワークは通常問題なく機能しま
すが、開発者が何を使いこなし、多様
なツールがどの進化・成長しているの
かも把握しておく必要があります。理
想は、多目的ツールと標準的なアーキ

テクチャを選択し、できるだけシンプ
ルにすることです。できる限り複雑さ
を排除し、アプリケーション開発に使
用する方法は標準的なものにするこ
とがベターでしょう。 
 
デカップル型アプリケーションは、
古いWeb（スマートフォン以前）の長
所と、現在のWebが現在そして将来
提供するものの長所を融合させたも
のです。しかし、これらの新しいもの
はすべて、すべてがつながるように
開発される必要があります。デカッ
プル型アプリケーションの構築方法
を見ていると、1つのことが明らかに
なります。それは、JavaScriptが必
要だということです。JavaScriptと
Angular、React、Vueなどのフレーム
ワークは、スタックオーバーフロー社
が5万人以上の開発者を対象に行っ
た調査で、2013年から最も人気のあ
るスクリプト言語としてランクインし
ています。
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適切なJAVASCRIPT 
フレームワークを選ぶ

第５章
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JavaScriptのフレームワークはたくさんありま
す。Drupalコアに追加された、最も人気のある
フレームワークの1つであるReactや、Express.
js、Vue、Svelte、Angularなどが代表的です。
開発者の立場から見たJavaScriptの課題は西
部劇のようなもので、フレームワークの選び 方
は使い方と開 発 者の好みにかかっています。

しかし、Drupalを使用するのであれば、サポートさ
れている統合パターンと強力なサンプルコードを持
つ既存のフレームワークに注目することが自然でし
ょう。例えば、Contenta ディストリビューションに
は、いくつかサンプルのデカップル型アプリケーシ
ョンが用意されていますし、Next.js インテグレー
ションでは、デカップル型アプリケーションのリア
ルタイムプレビューを提供する、最適化されたイン
テグレーションが提供されています。
検討すべきリソースをいくつか紹介します。

  Acquia CMS
  Drupal State JavaScript SDK
  React用Drupal Next.js
  Drupal Tome - 静的サイトジェネレータ

  Drupal Gatsby
  Componentモジュール
  Decoupled Pagesモジュール
  Decoupled Kitモジュール
  すべてのデカップリング関連モジュール

特定のソリューションでデカップル型アーキテクチ
ャを選択したチームにとって、典型的な疑問は、デ
カップル型アプリケーションをどうするかというこ
とです。フロントエンドをまったく別のスタック、こ
の場合はランタイムにNode.jsを含むJavaScript
スタックで実行する場合、CMSをサポートするス
タックをセットアップしなければなりません。そし
て、Google CloudやAWSなど別の場所でフロント
エンドのランタイムをセットアップし、そこで実行す
る必要があります。 
 
アクイアが2017年9月にNode.jsのサポートを開
始したとき、フロントエンドとバックエンドの両方
のスタックを1つのUIで実行できるようになったた
め、お客様にとって複雑さが大幅に軽減されまし
た。Node.jsのサポートは、デカップル型アプリケ
ーションを開発するための、最適なスタック構成を

提供することを中心に設計されています。Acquia 
Cloud Platform 上では、完全な Node.js スタック
と LAMP スタックを構築するのではなく、完全な 
LAMP スタックと Node.js ランタイムのすべてを一
つのプラットフォームでサポートすることで、デカッ
プリングアプリケーションを実現します。 
 
このように、真のハイブリッドCMSのサポートとデ
カップルアプリケーションサポートの組み合わせに
より、アクイアのプラットフォームは従来のアプリ
ケーション、ヘッドレス、デカップル、静的、ローコ
ードアプリケーションのすべてを同じプラットフォ
ームで作成できる強力なツールとなっています。
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https://www.drupal.org/project/acquia_cms
https://drupal-state.netlify.app/en/introduction/
https://next-drupal.org/
https://tome.fyi/
https://www.drupal.org/project/gatsby
https://www.drupal.org/project/component
https://www.drupal.org/project/component
https://www.drupal.org/project/component
https://www.drupal.org/project/decoupled_pages
https://www.drupal.org/project/component
https://www.drupal.org/project/decoupled_kit
https://www.drupal.org/project/component
https://www.drupal.org/project/project_module?f%5B0%5D=im_vid_44%3A13028&f%5B1%5D=&f%5B2%5D=im_vid_3%3A186018&f%5B3%5D=sm_core_compatibility%3A9&f%5B4%5D=sm_field_project_type%3Afull&f%5B5%5D=&f%5B6%5D=&text=&solrsort=iss_project_release_usage+desc&op=Search


デカップル型API 
を使った 
ベストプラクティス

第６章
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2017年10月、弊社がAcquia Cloudで
のNode.jsのサポートをリリースした
矢先、私たちは自社という新しい顧客
を獲得しました。 
 
アクイアは、我々の多くのお客様が日
常的に直面しているのと同じ状況、つ
まり、イベントと結びついたデジタル
体験の壁に直面していました。弊社の
場合、当社のグローバル年次イベント
「Acquia Engage」のためのデカップ
ル型アプリケーションを構築している
時でした。 
 
デカップリングプロジェクトを成功
させるための最初のステップは、要件
に関するアラインメントです。Acquia 
Engage の場合、それらは次のような
ものでした。

  プレゼンテーションや登壇者の
情報をリアルタイムで提供

  エンゲージアワードのファイナ
リスト情報を部門別に紹介

  その他、カンファレンスに関連
したコンテンツの紹介

  JSONなどの標準的なAPIから
アプリケーションへコンテンツ
を統合

  複数のデバイスや画面サイズに
対応したレスポンシブな動作

要件がすべて決まると、次はデカップ
ルされたDrupalのワークフローを理
解することが必要でした。これを効果
的に行うために行ったことは以下で
す。

  タスクに応じた労力レベルの想
定を対比させるために開発を活
用

  同等に動作する2つのアプリケ
ーションを構築する際の、デプ
ロイメント要件に沿ったワーク
フローの標準化

  潜在的な問題点に関するコミュ
ニケーションを合理化し、対象
者の技術レベルに応じたビルド
のトラブルシューティング方法
を理解

Acquia Engageのアプリは、Acquia 
CloudのNode.js環境上で実行される
ようにJavaScriptで構築されていま
す。開始する前に、Acquia Cloudの
Node.js ホスティングの制限や技術的
な意見をチェックすることが重要でし
た。
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これには、デカップルのDrupal用に構築されたNodeプ
ラットフォームが、単独のNodeホスティングサービスと
どう異なるかについての記述も含まれています。また、ア
クイアパイプラインに基づくデプロイサイクルの自動化
という要件に沿って、アプリケーションを調整する必要
がありました。 
 
制限と技術的なオプションが確立されると、Acquia 
Engageのアプリ内でコンテンツを操作・更新する、開
発者ではない作成者のためのコンテンツワークフロー
が有効になります。効率を最大化するために、マーケテ
ィングチームが必要としていたのは、標準的なCMSで管
理されたワークフローでコンテンツを管理し、コードを
展開することなくリアルタイムの更新を提供する機能で
した。さらに、コンテンツの種類に応じてメディアアセッ
トをアップロードする権限を必要としていました。これら
の要件を満たすために、Drupalと統合されたカスタマイ
ズをJavaScriptアプリケーションに引き継き可能にする
必要がありました。 
 
結果：

  会議期間中、1日あたり約250人のユーザーをサポ
ートすることに成功

  開発時間を30％短縮
  Node.jsの処理により、Engageアプリを通じて

Acquia Engageの参加者にリアルタイムのデータ
を提示

  カンファレンス更新時のエディターワークフロー
が35%増加
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まとめ
第７章
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デカップル型アーキテクチャは、21世
紀に向けてアプリケーションを発展
させるための基礎となるものです。実
際、フォレスター社は次のように述べ
ています。「マイクロサービスアプロー
チは、デジタルエクスペリエンスアー
キテクチャの未来である。」にもかか
わらず、このパターンに移行するには、
よく考えて決断する必要があります。 
 
使用例やデジタルアプリケーションを
理解し、ニーズを満たすために最適な
アーキテクチャに合わせるようにしま
しょう。APIを使ったコンテンツ配信、
リアルタイムデータ、オムニチャネル
対応などを優先するのであれば、デカ
ップル型のDrupalを真剣に検討すべ
きです。Webやその他のデジタルアプ
リケーションのサクサク動くエクスペ
リエンスを目的とする場合、Drupalを
Node.jsランタイムのサービスとして
活用することで、素晴らしいフロント
エンドエクスペリエンスを簡単に提供
することができます。 
 
一見すると無限の利点があるように
見えますが、デカップル型のスタック
を管理することの妥協点も考慮しまし
ょう。アプリケーションを最適に動作
させるために必要なサポートを、パー

トナーや社内チームは提供できます
か？また、これまでとは異なる方法で
アプリケーションを構築する、チーム
の準備はできていますか？デカップル
型は、新しい開発ツール、言語、アプ
ローチを導入する可能性を含みます。
来るべき変化に対応できるように準
備しましょう。最後に、フロントエンド
とバックエンドの両チームのサポート
に基づいて、プラットフォームのアプ
ローチを評価することを確認しましょ
う。
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https://www.forrester.com/report/The-Rise-Of-The-Headless-Content-Management-System/RES132202


詳しくはこちら     

アプリケーションに適したアーキテクチャの選択方法を学んだ 
ところで、Acquia CMSのアプローチ方法をチェックしてみましょう。

次のステップ
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https://www.acquia.com/products/drupal-cloud/acquia-cms
https://www.acquia.com/products/drupal-cloud/acquia-cms


ACQUIA.COM

アクイアについて
アクイアはオープンなデジタル体験プラットフォームを提
供し、企業がウェブサイトやデジタルアプリケーションを
通じて、大規模な規模で顧客とのコミュニケーションを構
築、ホスト、分析、コミュニケーションを行うことを可能に
します。信頼されるオープンソースのリーダーとして、柔軟
なインテリジェンスを使用して、CXリーダーのためのより
良いビジネス成果を生み出しています。
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https://www.facebook.com/acquia/
https://twitter.com/acquia?ref_src=twsrc%5Egoogle%7Ctwcamp%5Eserp%7Ctwgr%5Eauthor
https://www.youtube.com/user/AcquiaTV
https://www.linkedin.com/company/acquia/
https://www.acquia.com/
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